
 

［成果情報名］硝子率が低く精麦品質が優れる早生・多収の裸麦品種「ハルヒメボシ」 

［要約］六条裸麦品種「ハルヒメボシ」は早生で穂が長く多収である。倒伏に強く成熟期以

降の中折れも発生しにくい。従来品種よりも硝子粒の割合（硝子率）が低い。原麦および

精麦白度が高く、味噌加工適性を有する。  
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［背景・ねらい］ 

裸麦は需要に対する生産量が少ない、いわゆるミスマッチが問題となっていることから、

生産拡大・安定供給が求められている。一方で用途に応じた高品質な原料が求められてお

り、生産者の収益性を確保するためには品質ランク区分の基準値をクリアすることが必要

である。近年、精麦用大麦における同区分の評価項目の内、硝子率の上昇が全国的に問題

となっており、産地からは低硝子率品種の育成要望が強い。そこで、安定生産が見込める

生育特性を有し、硝子率が低く高品質な裸麦品種を育成する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「ハルヒメボシ」は、「四 R 系 1350（後のマンネンボシ）」を母とし、「四 R 系 1311」

と「四 R 系 1324」の F1 を父として人工交配し、派生系統育種法で育成した六条裸麦で

ある。 

２．秋播性は IV で、出穂期・成熟期は「イチバンボシ」「ヒノデハダカ」と同程度であり、

「マンネンボシ」よりそれぞれ２～３日早い早生種である（表１）。 

３．「ヒノデハダカ」よりもオオムギ縞萎縮病の被害程度が明らかに少なく、耐倒伏性が

強く、成熟期以降の稈の中折れも発生しにくい。穂発芽耐性は「イチバンボシ」「ヒノ

デハダカ」並で「マンネンボシ」より強い（表１）。 

４．穂数は少ないが、穂長が長く（表１）、「イチバンボシ」「マンネンボシ」と同程度以

上の収量性であり、「ヒノデハダカ」より多収である（表２）。 

５．原麦白度が高く、硝子率が従来品種より低い。60%搗精時間は「イチバンボシ」「マン

ネンボシ」よりやや長いが「ヒノデハダカ」より短い。精麦白度が非常に高く、砕粒率

が低く、精麦品質が優れる（表２）。 

６．麦麹の酵素力価は従来品種と同程度で「ヒノデハダカ」に近く、糖化力と白度が高い

（表３）。熟成過程の味噌の明度や硬度（図１）および成分変動は従来品種と同等であ

り、同程度の味噌加工適性を有すると判断される。  

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：裸麦生産者、大麦加工事業者等 

２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：愛媛県内に 1,600ha。加えて、硝子率の上

昇が問題となっている、温暖地の裸麦・大麦生産地への普及が見込まれる。これにより

全国の裸麦作付面積の 30%以上を占めることが見込まれる。  

３．その他：愛媛県において「ヒノデハダカ」と「マンネンボシ」の一部に替えて普及す

るため 2013 年 10 月に奨励品種に採用された。徐々に「マンネンボシ」代替としての作

付けを増やし、数年後には全面切り替えの予定である。  



 

ハルヒメボシ 300 272 1067 28 4.2 29.8

(標)イチバンボシ 271 265 1024 19 3.9 26.8

(比)マンネンボシ 237 228 983 24 4.1 28.8

(比)ヒノデハダカ 296 288 1132 23 4.3 24.6

四国研究センター2008年産のサンプル

分析：東京農業大学　醸造科学科　東和男講師

（図1も同じ）
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表３　「ハルヒメボシ」の麦麹特性

［具体的データ］ 
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図１ 麦味噌仕込み時の明度と硬度

60%
搗精時

間
(分:秒)

精麦
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(%)

砕粒
率
(%)

粒質

ハルヒメボシ 98.7 62.3 112 803 32.9 2.8 15.2 15.5 64.3 11:00 48.6 3.1 粉状質

(標)イチバンボシ 98.9 55.8 (100) 814 34.2 2.8 14.5 33.6 58.5 10:27 45.5 13.1 粉状質

(比)マンネンボシ 99.3 56.4 101 810 33.5 2.8 13.6 35.2 65.2 10:26 42.9 4.1 粉状質

(比)ヒノデハダカ 99.5 54.8 98 803 30.6 3.4 12.9 30.2 58.8 12:24 43.4 6.3 粉状質

ハルヒメボシ 92.7 53.3 101 806 33.1 4.4 13.5 18.0 64.8 12:46 45.6 2.4 －

(標)マンネンボシ 97.0 53.0 (100) 829 33.7 4.0 11.9 41.0 71.9 11:15 40.7 3.0 －

(比)ヒノデハダカ 92.9 49.9 94 823 29.2 4.4 11.6 48.0 72.7 14:25 40.4 3.0 －

整粒歩合、整粒収量は2.0mm篩上。外観品質は、四国研究センターは上(1)～下(5)の5階級評価、愛媛農水研は上上(1)～下(6)の6階級評価。

試験年度は表１と同じ。愛媛農水研の硝子率、SKCS硬度および精麦品質は、品質評価協議会データによる。
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表２　「ハルヒメボシ」の収穫物特性と精麦品質
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抵抗性
(特検
評価)

ハルヒメボシ Ⅳ 4.06 5.19 79 5.9 400 やや強 強 0.1 やや強 やや弱 中 難

(標)イチバンボシ Ⅴ 4.06 5.19 79 5.2 440 やや強 強 0.2 強 中 中 難

(比)マンネンボシ Ⅳ 4.08 5.21 80 5.1 437 強 強 0.0 やや強 やや弱 中 やや難

(比)ヒノデハダカ Ⅴ 4.05 5.18 79 5.1 433 やや弱 中 0.9 やや弱 やや弱 中 難

ハルヒメボシ － 3.30 5.18 83 5.4 464 0.3 － － － － － －

(標)マンネンボシ － 4.02 5.20 84 4.6 497 0.3 － － － － － －

(比)ヒノデハダカ － 4.02 5.19 86 4.3 539 2.0 － － － － － －

四国研究センター（香川県善通寺市）は、2004～2010年度のドリル播標肥栽培および特性検定試験成績による。発病程度は無(0)～甚(5)の6階級調査。

愛媛農水研（松山市北条）は、2003～2010年度の全面全層播標肥栽培による。耐倒伏性は、倒伏程度：無(0)～甚(5)の6階級調査の平均値を表記。

表１　「ハルヒメボシ」の生育特性
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